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観　　光（観　光）

観光入込客数及び
観光消費額の推移

観光入込客数の割合（平成19年）

観光客数
9,054千人
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地域別観光入込客数（平成19年　実人数）
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観光客数 観光消費額

　平成19年の観光客入込動態調査によると、
観光入込客数は9,054千人、観光消費額は
1,006.2億円となっています。
　観光入込客数の割合を見ると、発地別では県
内観光客の占める割合が最も高く、次いで「近
畿地域」「中国地域」の順となっています。
　地域別観光入込客数を見ると、平成18年に
比べ、漫画関連で誘致に取り組んでいる水木
しげるロードのある「境港周辺」や青山剛昌
ふるさと館がオープンした「東伯耆周辺」な
どで増加しています。




